
（別紙３）

～ 令和7年1月20日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和7年1月26日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童発達児の受け入れを広げて同年代同士での関わりを
増やしていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

イベントや地域の集まりにも参加し、施設を知っていだ
だけるように工夫していきます。

2

3

○事業所名 アプリ児童デイサービス上福岡

○保護者評価実施期間 令和6年12月9日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年1月28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援の受け入れ数が増やせていない。 児童発達支援も行っている認知があまりされていないため
だと思われます。

異なる年齢の児童と関わることが出来る環境であるため、
コミュニケーションが多く取れる。

積極的に関わりが持てるように職員が間に入りながら児童
同士のコミュニケーションを支援している。

事業所における自己評価総括表公表


